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（R4・総括評価共通）
　福祉21茅野のアンケート結果に基づ
く「のらざあ」への提言を検証すると共
に、外出支援事業の利用対象者につ
いて検討する。
　配食サービスや生活支援体制整備
事業において、地域の支援体制の整
備を進める。

茅野市高齢者保健福祉計画（一般会計分）

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1

生活基盤・
セーフティー
ネットの整備
による在宅福
祉の推進（1）

おおむね順調

（R4評価）外出支援事業は、順調
な利用状況。福祉21茅野におい
て、「のらざあ」の利便性の拡大
について検討が進行。配食サー
ビスの利用数が増加。
（総括評価）福祉21茅野の提言
を踏まえ、高齢者の足の問題を
改善に繋げられている。配食
サービスの利用者が増え、見守
りの体制整備が進んでいる。

（R4・総括評価共通）
　公共交通機関に1人で利用
するには難しいが、外出支援
事業の対象となならない、制
度の狭間にいる高齢者等の
支援について、検討が必要。
　高齢者のみ世帯の増加に伴
い、引き続き、配食サービスや
生活支援体制整備事業にお
いて、地域での見守り体制等
の構築を進める必要がある。

進捗
評価 おおむね順調 説明

（R4評価）新型コロナウイルス感染症感染の影響が落ち着き、各事業が本来の実施状況に戻っ
てきている。一方で、感染症を警戒した高齢者の外出控えが見られ、安心して社会生活ができる
環境・体制整備が必要となっている。
（総括評価）高齢者関連事業を順調に実施。地域での支援体制整備をより進めていく必要あり。

今後の重点化
施策番号 1

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明
今後も続く高齢者人口の増加と生産年齢人口（支援者）の減少により、また、在宅福祉の推進の
観点から、高齢者の足の問題や見守りの体制整備等が優先される課題となる。

（R4・総括評価共通）
　健診受診率の増加には、地
道な個別勧奨が必要。
　介護予防講座の中で再受講
者が増え、初回受講者を優先
しているため、定員を超えた
場合に受講できない状況がみ
られる。

（R4・総括評価共通）
　保健事業と介護予防事業を一体的
に実施していく。
　定員を超える介護予防講座の応募
に対して、受け皿となる地域の通いの
場（脚腰おたっしゃ教室等）や民間の
サービス等を紹介できるよう、ニーズ
調査も含め検討する。

3

高齢者の社会
参加と福祉的
予防の推進
（3）

おおむね順調

（R4評価）高齢者ｸﾗﾌﾞ、ｼﾙﾊﾞｰ人
材ｾﾝﾀｰへの補助・助成を継続。
高齢者福祉ｾﾝﾀｰに除菌機能付
きの空調設備を整備し、団体利
用を再開。健幸ﾙｰﾑの事業を制
限していた定員を拡充。
（総合評価）高齢者ｸﾗﾌﾞの活動
の縮小、組織率の低下が見られ
る一方で、介護予防事業や高齢
者福祉ｾﾝﾀｰの利用は活発。

（R4・総括評価共通）
　高齢者クラブの役員の負担
に起因する担い手不足などに
よりクラブの存続ができないと
ころが出ている。
　高齢者福祉センターの団体
利用については、コロナ禍を
経て、集団で飲食等をすること
を控えている傾向にあり、利
用が伸びていない。

（R4・総括評価共通）
　市から高齢者クラブに依頼する補助
金申請の書類等の事務負担を軽減で
きないか検討する。
　高齢者福祉センターの団体利用を
促進するよう、保健師等の出前講座
等を紹介するなど、多様な団体利用
の仕方を提案できるよう検討する。

おおむね順調

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

福祉21茅野第7期高齢者保健福祉計画策定委員会

開催回数

主な意見 市の考えや対応など
・高齢者の足の問題は、制度の狭間で困っている
方に支援が行き届くよう支援が必要。
・介護保険制度では不足する部分について、引き
つづき市の事業（ふれあい保健福祉事業）が必
要。

・福祉21茅野において高齢者の足の問題を検討い
ただき、結果を踏まえ見直しを進める。
・ニーズ調査のうえ、行財政改革の考え方を踏まえ、
事業のあり方を見直していく。

（R4・総括評価共通）
　市社協の生活支援コーディネーター
が個々で活動することに加え、一同に
会して、企画立案等ができる場を設け
るよう検討する。

（R4評価）関係機関と連携し、各
種事業を実施。生活支援体制整
備事業について、４エリアごとの
懇談により年度の目標を確認。
（総括評価）ふれあい保健福祉
事業、認知症関連事業は、必要
な方の利用が進んでいる。生活
支援体制整備事業については、
個別支援は進んでいるが、地域
の支援体制整備の動きが鈍い

（R4・総括評価共通）
　市社協に委託する生活支援
体制整備事業は、地域での通
いの場づくりや地区の協議体
での協議など、進んでいない
部分があるため生活支援コー
ディネーターの資質向上や全
体の統括機能の強化などテコ
入れする余地がある。

4

利用者本位の
福祉サービス
の取組と支援
（2）

おおむね順調

2
健康増進によ
る介護予防の
推進（4）

おおむね順調

（R4評価）各事業とも感染症対策
を継続しつつ、健診受診者の受
診勧奨や、各種介護予防事業の
参加者募集を行い、受診率の増
加、参加者の増加につながっ
た。
（総括評価）コロナ禍における受
診率、参加者数の減少が見られ
たが、着実に元の水準に戻りつ
つある。

（R4・総括評価共通）
　随時、介護施設に問い合わせ、受け
入れ基準が緩和され次第、介護サー
ビス相談員の訪問を再開していく。

（R4評価）コロナ禍で介護ｻｰﾋﾞｽ
相談員の施設訪問を中止。成年
後見支援事業において、２件の
利用。
（総括評価）数年間、介護ｻｰﾋﾞｽ
相談員の施設訪問を中止してい
るが、虐待や苦情等の相談は少
数。その他事業の取組は堅調。

（R4・総括評価共通）
　介護サービス相談員の訪問
は、感染症対策による施設側
の受入基準が緩和されない
と、再開できない。

5
権利擁護の取
組と支援（5）

参加延べ人数

1
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